






































万人でしたが、それが 10 年後には倍以上の 140 万人になるのです。一方で、関西学院は私が











































入学金が３万円、授業料が２万 6,000 円、諸費が１万 9,600 円、合計７万 5,600 円で、現在の
学費の 10 分の１程度ですから、今からみると随分安い感じです。しかし、それが 67 年以降、
例えば 68 年には入学金が倍増して６万円、授業料は３倍ぐらいになっています。諸費が２倍

















































































































































































































































































































































































































































（３）「COD（Campus Organization Development、キャンパス創意開発機構 ) の開設」、こ
れも今、活用されていますが COD って何やろうな、キャンパス創意開発機構と聞いてもあ
まりわからなかったので、私、応募してみたんですね。何か苦情を書けと、言ってしまえば
苦情処理箱、目安箱ですね。これを書いたら回答が来るんです。偉い先生が懇切丁寧に説明
してくださるので申し訳なくて、それ以降、私自身は書くのをやめました。私が書いて、こ
んな偉い先生にこんな苦労をさせるのは嫌やと思ったのです。しかし、それでは趣旨に反す
るんですけどね。総じて COD はよく活用されて、ああしてほしい、こうしてほしいと、学
生の単なる苦情もありますけれども、積極的な前向きの提案もあるということで今もこれは
生かされていると思います。
（４）「オープンセミナーの開催」もされるようになりました。それから大事な点ですが、
（５）「総合コースの実施」。その頃、学部の垣根はまだどこの大学でもとれていないのですが、
学部の垣根があるのはよくない、低くしましょうという発想から総合コースが生まれました。
学部は今もありますけれども、総合コースで学部を越えてとれる科目を設けることになり、
今も生かされているところです。
（６）「助手制度の改革」。助手と院生と二重身分でややこしかったし、しかもその二重身分の
人が紛争を起こしたりしたので、それはやめようということで助手制度が改革されました。
改革により新しくスタートした仕組みですが、これは今に生きています。
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　３年ぶりの卒業式です。ヒマラヤ杉が切ら
れましたので、朝日新聞に載った 70 年の３
月、私の卒業式の日ですが、小寺先生が小さ
な新しいヒマラヤ杉に土をかけておられま
す。周りに各学部の代表の学生が立っていま
す。手前みそですが、右から４人目の男子が
商学部代表の私です。その木を挟んで左側に
立っているのが、経済学部の富田君で、いま
中央大学の教授です。こうして新しいヒマラヤ杉を植えたということであります。
　大学紛争は全国的でありましたから関学だけの問題ではありませんし、非常に真剣に大学紛
争に取り組んだ、私の立場とは逆の立場の学生もいるので、それは尊重したいと思います。そ
んなことで、私としては中には尊敬する全共闘学生もいましたけれども、多くの学生は、試験
になるとさっさと試験を受け、就職活動となると身だしなみを整えて、スーツを着て企業の面
接を受けに行くという、何とも変わり身の早い人たちを見ました。その人たちにとっては大学
紛争はお遊びで、戦争ごっこをやってたんだと思います。よくもそんなことで、私たちを振り
回したなという思いでいっぱいです。
　一方で、大学はそんなことに振り回されてはいけないわけです。同時に、この紛争で学校は
変わらないといけないということを強く感じました。私の目から見てずっと何の変化もない関
学でした。内部にいた先生方はいろいろ変革を感じられたのかもしれませんが、学生としての
私には、関学って変化しない学校やなと、10 年間少しも変化しないと思ったような学校でした。
それは学生からすれば、学校が怠慢だと映ったりしたかもしれません。世の中がこれだけ変わ
ってるのに、関学は全然変わらない。私は学生なりに、関学をもう少し改革に取り組む大学に
しないと沈んでいくよと思いました。ですから、その後も私自身はしんどいけれども変革を望
んできました。停滞してたらいかん、じっとしてるということは沈んでいくということを意味
するので、やはり変化し続けないと飛行機と一緒で飛ばないんですね。ですから、変化すれば
失敗することもあるけども、新たな試みでやっていかないといけない。それが、この紛争を通
じて学んだ一番大きなことです。
　それと、やはり信頼関係が非常に大事です。関学のような学校、それまで本当に規模的にも
小さかったからかもしれませんが、とりわけ教職員の中に、非常に穏やかな雰囲気の信頼関係
が醸成されていたと思います。もちろん先生と学生との間にも信頼関係は色濃く続けられてい
たと思います。けれども、規模が大きくなると、ややもすればそれは薄れていきます。教員の
間でも、あの人知らんわという人がたくさんいらっしゃるわけですね。そういう意味では、昔
と今では同じ関学といっても随分変質していると思うのです。
　ですけれども、関学の場合、幸いなことに理念がはっきりしている、あるいはもっとはっき
りさせようとしている、この点は努力していますね。ですから、本当に強く感じるのは、関西
学院は幸いなことにキリスト教主義の中で、建学の精神が言葉としてもはっきりしているし、
それを一生懸命考えるという姿勢がはっきりしているので、生きていけるんだと思います。こ
れは教員も職員も学生も共通して持てるし、同窓になっても持てることですから、大事にして
いかないといけないことだと思います。紛争のときでも、そのことは失われなかったはずだし、
かつての訓令 12 号のときはそれが危うくなりましたが、それでも乗り越えました。
ヒマラヤ杉の植樹／朝日新聞／ 1970.3.28
14
－ 56 －
　第二次世界大戦のときも、神学部がなくなるかもしれない状況におかれましたし、国によっ
て無理矢理改組もさせられたわけですが、それでも学内の意識としては神学部は続いたのです。
また、大学紛争は確かに泥沼化しましたけれども、キリスト教主義の精神に揺らぎがあったか
というと、そんなことは全然感じなかったので、そういう意味ではまだそんなに深刻ではなか
ったかなと思います。戦争ごっことしての紛争を面白おかしくやった人はいますけれども、そ
の中で関西学院はさらに次の時代に向かって生きていくという決意をし、かつ建学の精神を守
り抜くということをやり遂げたという意味で、この経験は生きたと思います。
　そして学長代行提案というすばらしい改革案が作成されました。内容的には、ちょっと読む
とおやっというところもなくはないのですが、これほどの努力をされたというのは非常に尊敬
に値すると思います。私が学長のとき、じゃああなた５万字で改革案を作成してみろと言われ
たら、１人で書くのではないにしても、簡単にできることではなかったと思います。本当に捨
て身でやらないとできない。こういう作業を小寺先生を中心とした先生方がなさったのは、も
のすごいことだと感じております。
　そういった意味で、大学紛争というのはまだ終わったわけじゃなくて、その紛争がまだある
と同時に、差別問題をはじめ新たな課題も次々と出てくるんですね。関学として取り組む課題
がいっぱい出てくる中で、この大学紛争はやはり関学の歴史の中でも１つの大きな苦難のとき
だったと思います。それを皆さんの努力で乗り越えられた、私はそこを学生として暮らすこと
ができたということです。私自身も３年生までは夏休みにはアルバイトなどしていたのですが、
４年生になったらそれをやっているときではない、関学には中学部からずっとお世話になって
きたのに、最後にわけがわからない学生生活で終えることはできない、ここはアルバイトで夏
休みを過ごすわけにはいかんと思い、一生懸命大学紛争の解決に学生として身を投じたという
自負もあります。その意味で、紛争について話させて頂くことを引き受けさせていただいたの
です。
　十分な話はできませんでしたが、この後、少し時間がありますので、皆様方のご意見などを
お聞きできればと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。
＊なお、今回の講演にあたり、参考文献として『関西学院百年史　1889 － 1989　通史編Ⅱ』
を中心に事実を確認しました。それから 100 周年の写真集『関西学院の１００年』の旗の章「粉
砕か創造か」の写真を一部転載させていただきました。また最近、商学部では 『世の光たれ！
－関西学院高等学部商科開設１００周年記念誌』を作成しました。そこからも写真を借用しま
した。私たちの関学革新評議会の写真集『苦悩』からも取り入れたかったのですが、私の時間
と技術能力の関係でそれはできませんでした。手伝ってもらってようやくできたのが、本日の
パワーポイント資料です。
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